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１．検討会の概要 

 

1.1 目 的 

平成16年7月18日の福井豪雨の際には、足羽川において過去に例を見ない洪水が発生し、

福井市街地区間等に越水や破堤による甚大な被害が生じた。 

福井県では、洪水被害の再発を防止するため、今回の洪水に関して上流の天神橋から下流

の日野川合流点までを対象*)に、洪水発生から氾濫被害までの実態を把握するとともに、今

後の治水対策等の方向性を検討し、今年度中にとりまとめることとした。 

「平成 16年 7月福井豪雨 足羽川洪水災害調査対策検討会」は、実態把握と再発防止の方

向性などを、専門の学識経験者から意見を聞くことを目的として設置されたものである。 

 

1.2 位置づけ 

 
平成 16年 7月福井豪雨 足羽川洪水災害調査対策検討会の位置付け 

・災害発生の実態把握 
・再発防止の方向性等 

足羽川洪水災害 
調査対策検討会 

社会資本整備審議会（一級河川） 

都道府県河川審議会（二級河川） 
河川整備基本方針 
・基本方針 
・基本高水 
・計画高水流量配分等 

・河川整備の目標 
・河川工事、河川維持の

内容等 

（都道府県河川審議会がある場合） 

原  案 

河川整備計画案の決定 

河川整備計画の決定・公表 

河川工事、河川の維持 

公聴会の開催等 
住民意見の反映 

地方公共団体の長 

河川整備計画 

緊
急
的
設
置 

提 

言 

意見 

意見 

意見 

知  事 

災災害害発発生生  

超過洪水対策等 

近畿地方整備

局 長 

九頭竜川流域 
委員会 

河
川
法
に
基
づ
く
設
置 

（
合
同
設
置
） 

 

今回の検討会は、審議対象を平成 16 年 7 月の福井豪雨に限っている。今回の福井豪雨

による洪水発生から氾濫被害までの実態を把握するとともに、今後の治水対策等の方向

性を検討し、知事に提言を行ったものである。 
*）上流部は、本検討会との連携を図りながら「山間集落豪雨災害対策検討委員会」（福井県）で別途検討。 
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1.3 構 成 

 検討会は次の委員により構成された。 

 

 

 

 

 

氏  名 所   属 専門分野 備 考 

中川 一 京都大学防災研究所 教授 防災水理 委員長 

荒井 克彦 福井大学工学部 教授 土質 副委員長 

福原 輝幸 福井大学工学部 教授 河川  

田中 淳 東洋大学社会学部 教授 災害心理学  

中北 英一 京都大学防災研究所 教授 水文  

饒村 曜 気象庁 福井地方気象台長   気象  

末次 忠司 国土交通省 国土技術政策総合研究所 
河川研究室長 河川  

宮本 博司 国土交通省 近畿地方整備局 河川部長 行政  

金澤 文彦 国土交通省 福井河川国道事務所長 行政  

奈良 一機 福井市 副市長 行政  

福田 正晴 福井県 土木部長 行政  
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1.4 検討の概要 

本検討会では、図-1.4.1 に示すように、今回の福井豪雨に関して実態を把握すべき事項

を大きく「気象」、「洪水」、「破堤要因」および「危機管理」に分類し、これらの事項につい

て「資料収集・現地調査」、ならびに現時点での解析技術をもとに「検討・解析」を行い、

できるだけ忠実に実態再現をすることに努めている。 

 これらの実態把握を踏まえ、今後の治水対策等に向けた提言をとりまとめた。 
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図-1.4.1 検討の概要 

 

4.1　基本方針

4.2　気象予報・洪水予報

3.2.3　河川水位の推定

3.2.4　平面流況の推定

ボーリング調査
堤防開削調査

3.1　気象特性

流出量（ピーク、時系列）
河床材料
水位（ピーク、時系列）
洪水痕跡
縦横断測量
浸水区域・浸水深 3.2.2　越流量の推定

3.4　危機管理

対策・提言

3.2　洪水特性

3.3　破堤要因

ウィンドプロファイラ
総雨量
時間雨量
天気図
気象衛星画像
レーダー画像
過去の主要降雨資料

3.1.1　福井豪雨の特徴

４．再度災害防止に向けて

越水箇所
破堤形状
漏水箇所

4.3　河道改修

4.7　桜堤の取り扱い

資料収集・現地調査 検討・解析

3.1.3　福井豪雨と地形との関連性

3.1.2　過去の主要降雨との比較

3.1.4　気象予報の実態

3.2.1　河道の水理特性

3.3.3　破堤要因の推定
　　　　　越水洗掘破壊に対する検討
　　　　　浸透破壊に対する検討

3.3.1　堤防および地盤の状況

3.3.2　被災状況

住民等からの目撃情報

3.5　課題の整理 4.4　堤防強化

4.5　情報の収集、伝達

3.4.1　行政機関、消防団等の活動状況

3.4.3　住民調査結果

3.4.2　避難勧告、避難指示の発令状況

4.6　河川管理


